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福山市自転車活用推進計画

自転車活用推進法に基づき、国及び県の自転車活用推進計画を踏まえて策定したもの。

【 計 画 期 間 】：2020年度～2024年度
【 検 討 組 織 】：福山市自転車活用推進連絡会議（市）
【目指すべき将来像】：「人と自転車、自転車と車が共存した自転車文化や社会が実現された『自転車が似合うまち 福山』
【 施 策 目 標 】：
Ⅰ.安心・安全で快適に利用しやすい自転車利用環境を実現するまちづくり Ⅱ.サイクルスポーツ等を通じた健康で活力ある社会づくり
Ⅲ.サイクルツーリズムの推進による観光振興に向けた環境づくり Ⅳ.自転車事故のない安心で思いやりのある暮らしづくり

ふくやまサイクリングロード基本計画

「サイクルツーリズムの推進による観光振興に向けた環境づくり」を推進するため、鞆の浦しおまち海道サイクリングロードのメインルート
（福山駅～尾道市境(境ガ浜）、26.9㎞）とサブルート（5か所）を設定したもの。

【 検討組織 】：ふくやまサイクリングロード整備検討調整会議（eNSHare Cycling Team、(公社）福山観光コンベンション協会、国、県、市）

１．本市の自転車関連計画と本協議会の位置づけ

鞆の浦しおまち海道サイクリングロード振興協議会
官民協働により、鞆の浦しおまち海道サイクリングロードの利用
促進に向けた環境整備や機運醸成の検討や取組を行い、観光振興
や地域活性化を図る。
【検討組織】
サイクリング団体、自転車競技団体、サイクル拠点、経済団体、
観光事業者、交通事業者、国、県、市

しおまち海道サイクリングロードメインルート整備計画

しおまち海道サイクリングロードのメインルートの利用促進を図り、サイクリ
ストが迷わず安心して走行してもらうため、ルート案内及び注意喚起等の整備
方法等を示すことを目的に策定したもの。

【検討組織】：ふくやまサイクリングロード整備検討調整会議
（eNSHare Cycling Team、(公社）福山観光コンベンション協会、国、県、市）
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２．ルートの概要

・福山駅から、福山市総合体育館、芦田川河川敷、芦田川河口堰（河口大橋）を経由し、鞆の浦の観光散策
エリアに至り、鞆の浦から内海大橋や常石港を経て、尾道市境（境ガ浜）へ至るルート

福山駅～境ガ浜（福山市内）

距離 片道 26.9km

最大標高差 66.8m

平均斜度 3.0%

想定所要時間 1時間48分

鞆の浦しおまち海道サイクリングロード ルート
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内海大橋

鞆の浦

造船群（常石）

阿伏兎観音

※鞆の浦（観光散策エリア）は自転車を押して歩く区間

百島



３．走行環境の整備状況 （１）路面表示

・ルート上の1kmおきに、距離標・方向表示とあわせて、ブルーラインを設置している（一部の区間が未整備）

・方向表示
5.0m

幅200mm

5.0m

幅200mm

100m又は150m

方向表示 事前方向表示

・距離標
1km

1km毎に設置

1km

2.5m 2.5m

1km

幅200mm

整備状況

【凡例】

整備済区間

未整備区間

【設置イメージ】

【サインデザイン】 ※日本語と英語で表記
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（２）案内看板

・道路幅員などが変わる交差点など、分かりにくい交差点のうち、特に迷いやすい交差点を対象に設置

・道路幅員が広く交通量が多い交差点には、1箇所では分かりづらい箇所ため2箇所設置

交差点部への設置状況イメージ

至 福山駅

至 鞆の浦

1箇所では双方向の案内が難
しい場所では、2箇所設置

200×900

200×900

設置イメージ

ルート名標示

地点名

【凡例】

設置済

整備状況
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（３）注意喚起看板

・長い下り坂や上り坂ではスピードの出過ぎや蛇行運転となる危険性があるため、勾配区間の手前に注意喚起

看板を設置

福山駅

境ガ浜

サイン表示 ケース①
平均5％の勾配が1、000ｍ連続する区間

ケース②
平均10％の勾配が500ｍ連続する区間

凡例

急勾配看板設置箇所

急勾配看板未設置箇所
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（４）自転車通行空間

自転車ネットワークと整備対象区間

帯状路面表示（路肩のカラー化） 矢羽根型路面表示

自転車通行空間整備区間のイメージ

＜1km毎に設置＞

1km1km1km

2.
0ｍ

・「福山市道路総合計画 福山市道路整備計画編」において、福山駅を中心とした5㎞圏域の通勤・通学等の日常

生活での利用を対象としたエリアを自転車ネットワーク路線として、自転車通行空間を整備

【凡例】

自転車ネットワーク

メインルート

自転車通行空間
未整備区間

自転車通行空間
整備済区間
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４．受入環境の整備状況 （１）ゲートウェイ機能

・福山駅前の福山市駅南地下送迎場内に、新幹線等の公共交通を利用して訪れたサイクリストのための自転車組立場
を設置

・市営の福山駅南有料自転車駐車場でレンタサイクルを実施。その他、福山駅周辺の３か所で民間事業者がレンタサ
イクルを実施

【福山市自転車組立場 主な設備】
・作業用サイクルスタンド
・空気入れ
・組立工具
・コインロッカー
・更衣室（女子更衣室あり）

【福山駅周辺のレンタサイクル】

７2021年4月供用開始

・乗捨て、配送サービス等を一部店舗で実施
・民営の取扱い車種はE-bike、クロスバイクなど
・市営の取扱い車種は「軽快車」

凡例

市営レンタサイクル

民営レンタサイクル

自転車組立場



（２）モニターサイクリング

・2021年度に中四国エリアの一般サイクリスト15名とゲストサイクリスト2名にて、モニターサイクリングを実施
・鞆の浦しおまち海道サイクリングロードは、自然や観光資源が強みである一方で、標識等が少なくルートが
分かりにくいことや、ルートに関する休憩ポイントなどの情報が少ないなど、ハード・ソフトともに改善の
余地があるといった意見があった

イベントフライヤー モニターサイクリング参加者のアンケート ８



（３）認知度調査

・2021年度に中国/四国エリアのサイクリスト（3ヶ月1回程度サイクリングを行う人）500人に対し認知度調査を実施
・しおまち海道の名前を聞いたことがあるサイクリストは65.6％と一定程度認知されている
・主な情報源はインターネット検索、マップ、チラシ

認知度調査の結果（抜粋） ９



５．機運醸成の取組 （１）サイクリングマップの作成

・2020年にルート情報や観光情報等を盛り込んだ、ふくやまサイクリングロードしおまち海道サイクリング
マップを作成・おもてなし（休憩施設）と自転車を持ち込める宿泊施設を掲載

・福山市観光戦略課ＨＰから電子版サイクリングマップも閲覧可能
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〇マップ配布先
・福山駅 ・鞆の浦観光案内所
・ファミリーマート鞆の浦店 ・市役所ロビー
・福山観光コンベンション協会 ・ジャイアントストア（中四国店舗）
・WAVE BIKES（岡山・総社・高松店）・サイクルハウスケンズ
・サンライズ糸山（今治市サイクリングターミナル） 等



（２）専用ＨＰの開設

・福山観光コンベンション協会ＨＰにしおまち海道のPR動画や、距離・標高などが詳しく記載されているサイク
リングマップを掲載

・日本語、英語の多言語化対応
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内海大橋鞆の浦 造船群（常石）阿伏兎観音

日本語表記 英語表記



（３）ロゴ・ＰＲ動画の作成（YouTube広告）

しおまち海道のロゴ ＰＲ動画

・2021年に鞆の浦の常夜灯と自転車をコンセプトにしおまち海道のロゴを作成
・ＰＲ動画について、フルver（約2分）、ショートver（約30秒）をYouTubeで動画を配信
・2021年1月13日から1か月間、ショートverをYouTubeの動画広告として配信
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（４）公式SNS（Instagram・Facebook）の開設、フォトコンテストの実施

フォトコンテスト入賞作品の一例

・公式SNSアカウントを開設し、周辺地域の観光スポットの紹介や、イベント等の周知を行っている（月 2～3回）
・サイクリストを中心に、「しおまち海道」の認知度向上及び地域の魅力向上のため、フォトコンテストを実施
・2023年度には「#しおまちフォト2023」のハッシュタグをつけてInstagramやfacebookに投稿してもらい、
入賞者にはフォト コンテスト用オリジナルノベルティグッズを送付（100件以上の投稿あり）

フォトコンテスト用ノベルティ

公式Instagramアカウント
（フォロワー数 768人）

公式Facebookアカウント
（フォロワー数 86人 ） 12



（５）ＳＮＳ、雑誌等での広告

・2021年度にInstagramへ広告を掲載し、しおまち海道公式アカウントへ誘導
・サイクルスポーツや、タウン情報おかやまといった雑誌及びWEBページにしおまち海道の記事を掲載

Instagram広告

サイクルスポーツ 13



（６）サイクリングしまなみへのブース出展

・国内外から3,500名の参加者が募る日本最大規模の国際サイクリング大会
・「サイクリングしまなみ2022」、「サイクリングしまなみ2024」において、しおまち海道のブースを出展し、
サイクリングマップの配布やPR動画を投影

出典ブース 14


